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総論:低コストで水素を作るためのエネルギー源
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Abstract: The 21st century is times of hydrogen. Because， it's secondary energy same as 

electricity， hydrogen can be produced from various energy source. In short， fossil fuel as 

natural gas， coal and oil becomes raw materials of hydrogen， contrary， in long， renewable 

energy as solar power， wind and biomass should be use for produce hydrogen. This feature 

articles take up an energy source to produce hydrogen with a low cost. Especially， oil with 

energy saving， coal with CCT and biomass with biological methods. 
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21i跡己は水素の日寺代で、ある。 18741f.~こジューノレ・ヴェル

ヌが吋申秘の島jで「水は未来の石炭Jと著述したが回、

産業革命以降に化石燃料の恩恵により繁栄をとげる一方、

エネルギーの脱炭素化を進めてきた人類が最終的に利用

するエネルギーは、水素で、あると思われる。既に燃料電池

自動草L水素自動車凶、水素ステーション、定置用や家庭

用の燃料電池が上市もしくは実用条件下において試験的

に運用されており、各地或においても水素エネルギー社会

実現への取り組みが試みられている刷。水素生産の原料エ

ネルギーや製造方法にも依るが、局所的には矧亜の低炭素

社会で、ある水素エネルギー社会の構築は、決して遠い未来

の話ではなし、。

水素は、地球の至る所に柄生しているものの、化石燃料

の様に単独で荊生する事は殆ど無川水素は、エネルギー

キャリアであり、電力などと同様に他のエネルギー源から

生産しなければならない所謂二次エネルギーで、ある。よっ

て水素は、構築する水素社会に適した様々なエネルギー源

や生産方法を濁尺する事が可能である。知亙の水素生産は、

エネルギー源に太陽光や風力などの再生可能エネルギー

を使用し、水を化学・生物学的に直張分解することが求め

られるが、短・中期的には化石燃料の改質によって生産す

る事が現実的だと思われる。ω2の回収・貯留梯Jtj[4]ゃα〕包

の再利用梯Jtjが構築されれば、中長期的にも対応が可能と

なる。

現在、生産されている殆どの水素は、化石燃料の改質(水

蒸気改質、部分酸化、自己熱改質など)、特に天然ガスの

水蒸気改質によって得られており、断!尚・コスト的に有

利である反面、超長期的な供給安定性ヰ引謝拙などが課

題となっている。また、クリーン・コール・テクノロジー

を活用した石炭のガス化、部分酸化掛Jtyや石油についても

t効貯開発が進んでし、る同。

再生可能エネルギーで、は、光触媒による太陽光を用いた

水の直接分解やバイオマスを用いた生物学的水素製造技

術の開発が実用段階に来ている刷。嫌気性細菌を使用した

水素生産システムは、世界各地で実用規模のプラント(数

十数竹)による実証研究が進捗しており、市場への導入

が待たれている。また、光合尻町微生物(緑藻や藍色細菌な

ど)や光合成細菌を利用しでも水素を事告宣することが可能

であり、実質無尽蔵の太陽光エネルギーや厨芥などのバイ

オマスを活用できることが最大の利点となる。一方、光エ
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ネルギーの{共給が必要、太陽電池などの既存栃防相生す

るためコストや効率などで競合しなくてはならないこと

がt労貯品題となる。

水素を妻お宣するコストは、CoolEarth-エネルギー革薪技

術における水素生産にかかる断~j開発ロードマッフ。[5]や

NEDO燃料電池・水素樹f開発ロードマップ2008問に、

目標値(主要化石附斗の価格に依存)が記載されており、

様々なエネルギー源による低コスト水素生産t矧fで、は、こ

れらの値をクリアする為の捌f開発が進んでいる。

表1. 水素の将来コスト目標値

年 '2ill7 2010 2015 2020 

揃~j，段階
煽~j 社会 普及 本格

実証 実証 初期 商用化

水素価格
11ひ150 80 紛 40 く40

(JPYlNm3) 

そこで、今回の特集では、水素を低コストで生産するた

めのエネルギー源に着目し、化石燃料(灯油・石炭)と再

生可能資源(バイオマス)を取り上げた。各執筆者は、ナ

ショプロなどで当該分野における技術開発の第一線で活

躍しており、その最新技術について紹介頂いた。特集を通

特集

じて、当務士野の梯~j開発の現状把握などにつして理揮を

深めて頂ければ幸いである。
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図1. Cool Earth-エネルギー革薪技術における水素生産にかかる梯~j開発ロードマッフ。[5]
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